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日
本
経
済
と
繊
維
産
業
(
特
に
綿
業
)

』直一

士戸L
クJ

鍛

日
本
経
済
と
繊
維
産
業
(
特
に
綿
業
)
と
一
応
題
し
て
お
り
ま
ず
が
、

日
本
経
済
の
内
に
於
て
、

い
ろ
い
ろ
の
意
味
て
何
時
も
問
題

に
な
り
↑
ま
す
綿
業
の
実
態
を
お
話
し
申
し
?
に
げ
た
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

第
一

K
、
日
本
経
済
白
支
柱
v
y
し
し
て
D
織
維
産
業
白
地
位
に
つ
い
て
中
述
べ
て
見
た
悼
と
思
い
ま
す
。

明
治
以
来
の
日
本
締
済
、
資
木
制
工
業
の
発
展
は
軽
工
業
、
特
に
繊
維
工
業
、
そ
の
内
で
も
綿
紡
織
工
業
を
主
軸
と
し
、
ま
た
支
柱

と
し
で
来
た
の
は
御
承
知
心
通
り
で
あ
り
一
言
、
了
。

重
化
学
工
業
も
国
防
上
、
軍
事
上
か
ら
一
国
家
的
左
官
成
策
の
対
象
と
さ
れ
て
者
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
本
格
的
た
発
展
は
第
二

次
世
界
大
戦
の
戦
時
及
び
戦
後
の
と
と
で
あ
り
ム
ま
し
た
。
戦
後
、
繊
維
工
業
の
復
興
は
い
ち
は
や
く
着
手
さ
れ
主
し
た
が
、
戦
時
に
お

け
る
設
備
と
市
場
白
破
壊
が
甚
し
か
っ
た
が
け
に
復
興
は
特
易
て
な
く
、
た
め
に
戦
前
に
〈
ら
べ
て
わ
が
工
業
止
産
額
や
雇
用
数
に
お

い
て
重
化
学
工
業
の
占
め
る
割
合
は
相
対
的
に
増
大
し
ま
し
て
、
軽
工
業
、
繊
維
工
業
は
減
少
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
金
属
・
機
械
或
い
は
化
学
製
品
の
よ
う
な
生
産
財
の
生
産
部
門
が
衣
食
住
民
づ
ら
な
る
消
礎
財
の
生
産
部
門
に
ま
さ
る
発
展
を
来

し
ま
し
て
、
い
わ
ゆ
る
産
業
構
造
の
両
度
化
傾
向
を
示
し
て
参
っ
た
の
で
あ
り
古
す
。
此
の
傾
向
は
一
般
に
一
国
経
済
の
進
歩
を
計
る

一
つ
一
の
尺
度
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
だ
け
繊
維
工
業
の
日
本
経
済
に
お
け
る
支
柱
的
な
地
位
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
も
の
と
一
見
み
ら
れ
易

日
本
経
掛
と
繊
維
I
E
業
〈
特
に
綿
業
)

第
八
十
三
巻

八
九

第
一
一
号



日
本
経
済
と
繊
維
産
業
(
特
に
綿
業
)

第
八
十
二
巻

ブL
O 

第
二
号

い
の
で
あ
り
ま
す
ロ
然
し
、
ア
メ
リ
カ
の
如
く
悶
土
が
非
常
に
広
く
て
資
源
が
極
め
て
ゆ
た
か
で
、
自
給
的
傾
向
の
強
い
国
家
に
あ
っ

て
は
、
か
か
る
見
万
は
正
し
い
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
‘
わ
が
国
の
よ
う
に
、
そ
の
経
済
が
貿
易
に
依
存
す
る
度
合
い
の
極
め
て
し
一
向
い

国
柄
に
あ
り
ま
し
て
は
、
国
際
的
な
比
較
に
お
い
て
労
働
白
生
産
性
が
高
〈
、
従
っ
て
生
産
費
が
割
安
て
国
際
競
争
力
の
強
い
産
業
で

な
け
れ
ば
経
済
の
安
定
的
支
柱
と
し
て
の
国
民
経
済
的
危
責
任
を
充
分
果
し
待
在
い
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
日
本
の
綿
業
は
諸
外
国
の

綿
業
と
は
大
い
に
異
ヮ
た
特
色
を
持
っ
て
治
り
ま
す
。
そ
れ
は
日
本
綿
菜
諸
会
社
、
特
に
有
力
会
社
位
制
れ
も
綿
業
一
本
て
は
な
く
兄

フ
人
絹
・
合
成
繊
維
た
ど
の
化
学
繊
維
を
綜
合
的
に
兼
営
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

諸
外
閣
で
は
、
そ
う
い
う
や
り
か
た
は
例
外
的
で
あ
り
ま
し
て
、
特
に
英
国
在
ど
は
細
か
い
分
業
化
が
行
わ
れ

τゐ
り
ま
し
て
、
綿

業
会
社
の
中
て
も
細
昏
手
専
門
・
中
番
手
専
門
・
太
番
手
専
門
と
い
っ
た
具
合

K
分
れ
て
お
る
白
て
あ
り
ま
す
。
日
本
の
綿
業
会
社
は
、

綿
糸
紡
績
は
勿
論
の
こ
と
織
布
・
染
色
加
工
・
縫
製
加
工
ま
て
行
な
い
、
つ
ま
り
糸
か

b
最
終
製
品
ま
て
を
一
貫
的
・
縦
貫
的
に
行
な

う
の
み
た
ら
ず
、
ス
フ
・
人
絹
・
羊
毛
或
い
は
合
成
繊
維
な
ど
異
っ
た
繊
維
を
横
断
的
に
米
首
致
し
ま
し
て
、
深
く
広
く
綜
合
的
に
経

営
し
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

一
方
が
惑
い
と
き
て
も
、
他
方
が
工
い
と
い
ヮ
た
具
合
に
景
気
変
動
の
調
節
と

利
潤
の
均
等
化
企
図
る
ば
か
り
ぜ
な
く
、
世
界
状
勢
の
変
化
や
国
民
経
済
の
成
長
と
歩
調
主
合
せ
な
が
b
綜
合
利
潤
の
低
下
を
防
止
し
、

企
業
の
永
遠
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
狭
い
意
味
の
綿
業
は
世
界
史
的
に
縮
少
の
運
命
に
あ
る
と
し

ま
し
で
も
、
日
本
の
綿
業
は
綜
合
織
維
産
業
へ
と
脱
皮
成
長
す
る
己
と
に
よ
り
ま
し
て
永
遠
の
繁
栄
を
期
待
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
り

ま
ず
。
此
の
意
味
に
於

τ、
繊
維
産
業
は
日
本
経
済
の
維
持
と
発
展
白
た
め
授
も
安
定
し
た
支
柱
と
し
て
極
め

τ重
要
な
国
家
的
機
能

を
依
然
と
し
て
果
し
つ
つ
あ
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
た
ら
友
い
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
日
本
経
済
に
ム
お
け
る
繊
維
産
業
の
地
位
に
つ
い

τ考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ず
る
も
の
て
あ
り
ま
す

こ
れ
に
反

て

繊
維

業
は

νコ

第
一
に
、
日
本
の
一
上
業
上
に
治
げ
る
紙
維
産
業
白
地
位
は
ど
う
で
あ
る
か
、
ま
ず
垣
産

省
-
工
業
統
計
去
に
よ
ヲ
て
見
ま
す
が
(
第
一
表
)
、
こ
の
統
計
は
か
な
り
沿
く
れ
る
の
で

の
で
あ
り
ま
す
u

昭
和
二
十
年
現
在
の
も
の
で
あ
り
ま
す
が
大
体
の
傾
向
主
祭
知
ず
る
事
が
出
来
る
と
思
う

す
な
わ
ち
、
繊
維
工
業
は
工
場
数
と
製
品
出
荷
額
に
お

い
て
食
料
品
製
造
業
に
や
や
劣

p
ま
す
が

従
業
者
は
全

工
業
就
労
者
数
の
五
分
の
一
に
近
〈
、
わ
が
国
陀
於
て
最

大
心
労
働
機
会
を
供
給
し
つ
つ
あ
る
工
業
部
円
で
あ
る
と

言
う
事
が
出
米
る
臼
て
あ
り
ま
す
。
重
化
学
工
業
の
代
表

で
あ
り
ま
す
鉄
鋼
業
と
化
学
工
業
は
工
業
数
と
従
業
者
数

に
沿
い
て
は
も
と
よ
り
、

そ
の
製
品
出
荷
額
に
あ
っ
て
も
、

な
わ
か
た
り
織
維
工
業
に
は
及
ば
な
い
状
態
て
あ
り
ま
す
。

食
料
品
製
造
業
は
製
品
生
産
額
に
お
い
て
首
位
を
し
仁
川
め
て

わ
ゆ
る
輸
出
産
業
の
大
宗
と
し
て
そ
の
製
品
の
わ
が
輸
出
忙
占
め
る
地
位
も
依
然
と
し
て
極
め
て
重
要

で
あ
る
の
て
あ
り
ま
す
。

然
ら
ば
次
に
、
日
本
の
輸
出
上
に
お
け
る
繊
維
産
業
の
地
位
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
中
し
ま
す
と
、

日
本
経
済
と
繊
維
産
業
(
特
に
綿
業
〉

第
八
十
二
巻

九

第 2 表

キ要輸出額別昭戸1五唾匝竺輸出価額
l 千ドル ラ10，' 午ドル % 

繊維・同製 品 1871，075 34.8 11，014，593 35.5 

金担ム同製、品 339，914 13.6 I 323，183 11.5 
(駄銅を合引 .".V 1 

機械類何昔舶を含む) 1 483，597 lB.3 1 625，039 21.8 

薬 材 ・ 化 学 製品 1106，675 4.3 1 125，949 4.4 
その他共松額 12，500，636 100.0 12，858，137 100.0 1 
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日
本
経
辞
と
繊
維
産
業
(
特
に
綿
梁
)

第
八
十
二
巻

九

第

号

四

繊
維
製
品
は
最
近
輸
出
総
網
の
コ
五
J
四

O
バ

l
七
ン
ト
や
占
め
る
の
が
通
例
J

ー
あ
り
ま
す
が
、
金
属
製
品
や
機
械
類
は
鉄
鋼
や
船
舶

の
異
常
な
輸
出
プ
l
ム
で
あ
っ
た
昭
和
三
十
一

1
三
十
二
年
k
b
い
て
も
第
二
表
(
前
瓦
)
白
如
〈
ぞ
あ
っ
た
の
J

し
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
日
本
繊
維
産
業
に
お
け
る
綿
業
の
地
位
は
ど
う
か
と
申
し
主
す
と
、

一

約

紡

織

工

業

(

綿

栄

)

γ羊
毛

紡

織

工

業

(

羊

毛

工

業

〉

天
然
繊
維
工
業

一

一

服

紡

織

工

業

(

麻

工

業

)

織

維

凶

業

の

分

類

一

「

絹

紡

織

工

業

(

製

車

業

)

ハ
原
料
よ
り
見
た
る
U

一
一
|
ス
フ
・
人
絹
紡
織
工
業
(
レ
ー
ヨ
ン
工
業
〕

一

l
ア
セ
テ
ー
ト
紡
織
工
業
(
ア
セ
テ
ー
ト
工
業
)

一
化
学
識
維
工
業

一
合
成
繊
維
紡
織
工
業
(
合
成
繊
維
工
業
)

!
知
機
繊
維
紡
繰
工
業
〔
ガ
ラ
ス
織
論
工
業
)

使
用
原
料
よ
り
こ
の
よ
う
に
分
け
る
の
子
あ
り
ま
す
が
、
綿
業
が
天
然
織
維
仁

業
を
、
ま
た
レ
ー
ヨ
ン
工
業
が
人
造
繊
維
1
業
全
そ
れ
ぞ
れ
代
表
す
る
主
要
性

(
雇
川
人
民
生
産
量
額
な
ど
に
お
い
て
)
を
屯
つ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
た
い
の
で
あ

b
ま
す
。
合
成
繊
維
工
業
は
ま
だ
発
肢
の
絡
に
つ
い
た
程
度
て
あ
り
主
す
が
、
"
J
L

の
将
来
性
は
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
ず
あ
り
ま
す
。

己
の
綿
業
と
化
学
繊
維
工
業
と
を
比
院
し
ま
す
に
、

げ)

従
業
者
数
へ
第
三
表
〉

精
確
に
は
分
け
難
悼
の
て
あ
り
一
ま
す
が
、
大
休
綿
業
四

O
パ
ー
セ
ン
ト
、
化
繊

第 3 去

|綿業|化統工業|

ヲ.， e. eOA I 
I 6L570 

7 イヲメン，.

l紡 岡山ωI4凶 O

i~ ~i_l_l竺位。|叫削 l
!二次製品|日脚| 叩ωl
:iJll 工;叩ωI15.0∞l 
!合 計叫462 I担問。|

|叫 41.6 i 30.9 I 

注昭和 田 年 12万示現在

語数 1，086午 入 =100%



一一一一古一

日日一一一一一一一一以

下
型
的
一
州
一
山
一
同
一
山
一
側
一
主

一一一一一一三一一一一い一一一一

一E
i目一一一

工
業
三

O
ハ
1
セ
γ
ト、

羊
毛
工
業
一
五
パ

1
u
t
y
ト
(
一
六
一
ニ
千
人
〕
、
麻
工
業
ニ
バ

1
セ
ン
ト
合
一
二
、
五
千
人
〕
、
絹
工
業
(
製
舟
を
含
む
)
九
パ
ー
セ
ン
ト
(
一

C
O千
人
)

程
度
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

(ロ}

高
(
第
四
表
)

生
産
商
工
U
み
て
も
、
糸
・
布
と
と
も
に
綿
製
品
は
全
最
の
二
分
の
一
前
後
に
及

主「

ffi 

ん
て
治
る
の
で
あ
れ

J

ま
す
。

(内

額
〔
第
五
衰
)

愉

幻い円

糸
・
布
・
二
次
製
品
合
計
、

。

四
、
五
九
三
千
ド
ル

2
0
0
%
)、
内
訳

は
下
去
の
如
く
で
あ
り
ま
す
。

尚
、
二
次
製
品
の
輸
出
額
一
四
一
一
、
七

六
九
千
ド
ル
の
う
ち
二
分
の
一
以
上
が
約

製
品
と
推
定
さ
れ
ま
す
か

b
、
糸
・
布
に

己
れ
を
加
え
る
と
全
綿
製
品
の
輸
出
額
は

の
四
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
ま
た
昨
年
度
(
昭
和
三
十
二
年
一
月
i
十
二
月
)
輸
出
総
額
の

四
一
七
百
万
ド
ル
、
繊
維
製
品
輸
出
総
額

日
本
経
済
と
繊
維
産
業
(
軒
に
綿
業
)

五
パ

l
セ
Y

ト
に
及
ん
で
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
三
十
二
年
、
空
前
の
輸
出
景
気
J

し
あ

第
八
十
二
巻

第 E 註〔昭手11324-~ミ績〉

| 千]")レl 千ドルl計 千ドル%

綿糸幻，717i締結物 316，8四 I 344，四 31.0

|毛*' 心両7AZム函-165:757 -6:51 

i '-t:糸 41，869 1I 相 続物 32，2回 1741557.31

|瓦 *-~~1~ r~-~rÞ~__._ 4，r1~_ _ _5 ，39~__?-5J 
1人絹糸 山

|スフ吊 2却口，8釘58!スフ織物 1日E日，4印 I 17内日，32釘7 1汀7.71 

i岬合側静戯榔4ふ糸 4.3お珂5

九

第
二
号

五



日
本
経
済
と
繊
維
産
業
(
特
に
綿
業
)

第 6 表

年次 14」J什 ~i アメリカ|イギジバインド|

|紡 機 i1957 I 一三開 示内 21五Pl 叫 J| 山 7Fi
100Sも 3.4%I 19.7% I 2仏日%I 11.5% I 

伝 記kAZi;訓 JI--出;51
1!fii型坦223罰百3Z
|戸竺ぞ!?:| L型4J)! 日目f:
(竺竺EI_ 吋 di官官EEF百円百むずi

百万ャー lど! 耳: 司 (4)， (2) 
拍布帥山岳:， Ql'¥7 5，200 I 1.468 i 550 I 456 I 889 

1 岬叩相出~， """' 1OO% ! 2g逗%! 10.6% I 時 17.io/o

竺ときluhfjfjに三
注 ( 1内¢掛字は国陪的回位イシ下には子機によること布，約"低Jヤ戸ドの生産あるもここに広省〈

第
八
十
二
巻

フL
四

第

早

六

っ
た
船
舶
白
三
四
五
百
万
ド
ル
、
鉄
鋼
の
二

O
九
百
万
ド
ル
を
な

b
は
る
か
に
上
廻
っ
亡
悼
る
有
様
で
あ
り
ま
す
。

表

l
共
産
圏
を
除
く
〉
。

第
四
に
、
日
本
約
業
の
国
際
的
地
位
は
如
何
て
あ
る
か
(
第
六

綿
花
消
費
と
糸
布
生
産
高
を
中
心
と
し

τみ
れ
ば
、
自
由
圏
に

お
い
て
日
本
は
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
ド
に
つ
い
て
第
三
位
て
あ
り
、

綿
布
輸
出
荷
は
他
を
圧
し
て
年
々
第
一
位
を
占
め
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
織
機
が
ア
メ
リ
力
以
上
に
多
く
第
一
位
に
あ
り
ま
す
臼
は
月

注
共
産
幽
主
要
国
(
第

フ
採
用
を
含
み
、
ス
フ
織
物
の
生
産
が
多
い
た
め
で
あ
り
ま
す
。

七
表

l
糸
布
生
産
両
は

明
ら
か
で
な
い
〉

ソ
連
、
制
に
中
共
O
綿

製
品
の
自
由
閤
へ
の
輸

出
は
ζ

の
よ
う
に
最
近

む
実
績
に
み
て
も
急
増

し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
り

ま
す
。

第 7 表

|ソ述|ヰ1 共|

紡 機 千謹|時|
957ヂ竺1竺1 竺竺|

椴 機| 千台| 千台|
1957年 342I 85 

綿花消費| キ何 千俊

日955~56年 I 4，250 I 3，300 
一一一一一一一
ド締結物輸出|百万ヤード|百万ヤ 下
川956年 6I 243 
i 1957年同叩 6I 188 



第 8 表 (単位千ドル)

昭和
， 29年 | 初 年 I 31年 I 32年

I綿糸 25，391! 23，3伯 I 24，3921 24，061 

1輸出(収入)1綿 布 1266，045 I 2お，9651263，7431 316，131 

二川 34，139 山"76，471! 剖加
、~::'::: I ~:~'::: i ~: :'~:: i 

言計 13却Z釘5，口，占，575

J臥示F忌杢 互TE[ 空亘E竺竺型i-!-￥301，坐681唖6~~1里8~14丞D叱qりL日巳1: 451，8垣1空D 
l 【一》【" ζ】代【一3

|差 引 L竺坦I 23，1511竺 L型!と

第
五
に
、
国
際
収
支
と
日
本
綿
業
と
い
う
関
係
を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
春
国
際
収

支
尻
の
急
悪
化
以
来
、
原
綿
を
一

O
Oパ
l
セ

γ
ト
輸
入
に
仰
ぐ
綿
業
に
対
し
て
様
々
白
批
判

が
行
わ
れ
て
参
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
近
年
の
綿
業
貿
易
の
収
支
パ
ラ
ン
マ
〈
は
日
銀
白
外
国

為
替
統
計
月
報
に
よ
り
ま
す
と
、
第
八
去
の
如
〈
た
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
昨
年
は
支
払
超
過
が
二
也
、
五
百
万
ド
ル
と
な
り
ま
し
て
、
こ
の
四
ヶ
年
を
平

均
し
て
も
年
初
二
千
万
ド
ル
程
度
目
支
払
超
過
に
す
ぎ
な
い
白
ゼ
あ

り
ま
す
。
日
本
綿
業
は
そ
の
輸
出
製
品
目
附
加
価
値
分
に
工
ヮ
て
九

千
万
国
民
一
人
当
り
年
間
七
ポ
ソ
ド
を
超
え
る
(
昭
和
三
十
二
年
実
横
)

必
要
綿
製
品
の
原
綿
代
主
稼
ぎ
出
し
て
、
し
か
も
貿
易
の
拡
大
均
衡

ー
経
済
白
発
肢
に
大
い
に
資
し
て
い
る
と
言
う
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

hv
士
、
日
本
と
同
じ
く
原
綿
士
一

0
0・ハ
l
セ

γ
ト
海
列
に
依
存
す

る
イ
ギ
世
只
の
綿
業
収
支
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
収
支

上
か
ら
み
た
日
本
料
業
白
推
移
が
如
何
に
健
全
ゼ
あ
る
か
を
知
る
と

と
が
で
者
る
と
思
ろ
の
で
あ
り
ま
す
(
第
九
表
)
。

第
六
と
し
ま
し
て
、
国
民
の
衣
生
活
正
日
本
綿
業
に
つ
い
て
見
た
い
と
思
い
ま
寸
。

昭
和
三
十
一
一
年
目
綿
製
品
内
一
帯
推
定
量
は
糸
量
に
換
算
し
て
六
五
八
百
万
ポ

γ
ド
今
、
六
四
五
千
桐
)
年

平
均
、
人
口
九

O
、
九

O
八
千
人
ゼ
割
る
と
、
一
人
当
り
宇
七
・
二
四
ポ

γ
ド
L

仁
た
り
(
前
年
七
・
二
六
ポ

γ
ド)、

臼
本
経
詐
と
繊
維
産
業
(
特
忙
綿
業
)

第
八
十
二
者

九
五

第 日表 (単位千ドル)

日王子一「J?をE五千唇 1~1957'f-:
綿製空"~型竺 l 竺，1~ 竺PLJ九日 J 肌~~i
綿花輸入額 1345，2C引269，332!285，7341 298，763 

耳元m;¥¥¥)l'而l%JiiJ〈雨|〈LiLiii|

持
二
号

七



日
本
経
済
と
繊
維
産
業
(
特
に
縮
業
)

持 10 表

「一一一一一一一一一一一 石下「一 歩合l

| 綿糸 7.24I 46.6 

レ ヨ ソ 糸 1 .14I ¥ 
レ ヨンスフ 3.34ト

アセテ ト糸 1 007172991 

アセテート・スフ o凹 IJ 
ピニロン，スフ 0.36 I ¥ 

ナ イロン 0.56 I J 

l毛 糸川7! 14.0 
絹糸・麻糸 0.55 ， 3.6 

一人当り 合計 IS.52 ∞.0

5.9 

第
人
十
二
巻

九
プて

第

号

ノ1

更
に
こ
れ
を
他
繊
維
と
比
較
す
れ
ば
、
第
十
表
の
通
り
で
あ

P
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
綿
製

品
は
全
紙
維
の
二
分
の
一
に
近
く
化
織
は
近
年
急
増
し
つ
づ
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
尚

=一

O
バ
1

セ
y
ト
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
羊
毛
関
係
一
回
バ

l
セィ
J
l
、
合
織
は
ま
だ
ι

ハパ

l

に
つ
と
め
フ
つ
あ
り
ま
す
た
め
、
モ
臼
結
果
製
品
の
高
級
化
・
加
工
む
高
度
化
傾
向
が
特

三
者
し
い
の
で
あ
り
ま
す
。

セ
ン
ト
足

b
ず
で
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
衣
料
白
図
内
消
費
量
を
左
右
す
る
要
閃
と
し
亡

プうZ 気
候
h
T
的
習
と
い
う
自
然
的
、
社
会
的
条
件
ヤ
国
内
生
産
の
多
寡
な
ど
も
考
え
ら
れ
ま
す

吏
に
価
格
及
び
消
資
者
の
所
得
(
購
買
力
)
と
い
う
経
済
的
条
件
心
影
響
が
最
も
大

で
あ
る
と
一
一
日
い
得
る
の
で
あ
り
ま
し
℃
、
従
っ
て
一
人
当
り
国
民
所
得
の
商
い
国
ほ
ど
繊

維
白
一
人
当
り
消
費
量
白
大
き
い
己
と
は
大
勢
て
あ
る
の
で
あ
り
士
す
が
、
日
本
は
こ
の

大
勢
以
k
に
消
費
量
が
大
て
あ
る
と
言
う
事
が
出
米
る
り
で
あ
り
ま
す
。

第
十
一
表
の
如
く
、
綿
糸
は
逐
年
細
番
子
化
し
つ
つ
あ
る
の
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
応

じ
て
、
綿
布
も
漸
次
己
の
制
番
手
使
い
の
高
級
品
に
移
り
ま
し
て
、
晒
・
染
色
も
堅
牢
高

第
七
に
、
綿
製
品
目
高
級
化
・
加
工
高
度
化
の
傾
向
に
つ
い
て
御
話
申
L
た
い
と
思
い
ま
す
。

凡
そ
、
所
得
点
準
の
一
品
ま
る
に
つ
れ
て
高
級
品
・
高
度
加
工
品
を
求
め
る
臼
は
消
費
の
一
般
的
な
傾
向
て
あ
り
、
己
れ
に
応
ず
る
生

産
は
一
定
白
原
料
・
資
材
に
対
す
る
附
加
価
値
を
一
両
め
、
一
一
民
用
機
会
主
増
す
意
味
に
沿
い
亡
も
務
む
べ
き
経
済
発
展
の
方
向
て
あ
り
ま

す
。
日
本
絹
業
は
戦
後
、
殊
に
近
年
極
め
℃
積
極
的
に
と
の
方
向
へ
白
努
力
を
払
つ
亡
設
備
の
令
理
化
・
近
代
化
と
辰
新
技
術
の
導
入

第 11表

[白和 l問綿糸l
|汁均番手

! 28 ! 27.1 

史9 I 29.4 
」一-

30 30.5 

!五|瓦宮
，---γ一一

3?_ _1 31.2 
10~12月 l

五一 I 3出



級
化
し
、
そ
の
よ
サ

γ
フ
ォ
ラ
イ
ズ
・
マ

l

セ
ラ
イ
ズ
・
樹
脂
な
ど
D
特
殊
加
工
を
ほ
ど
己
す
製
品
白
比
率
は
急
速
に
増
し
つ
つ
-
め
る

の
で
あ
り
ま
す
。
更
に
、
ひ
い
て
は
二
次
製
品
に
お
い
て
も
高
級
化
と
加
工
の
高
度
化
が
百
オ
ヮ
て
さ
て
お
り
ま
す
。
輸
出
に
お
け
る

一
一
次
製
品
の
増
加
も
純
物
り
ま
ま

D
輸
出
か
ら
さ
ら
に
縫
製
加
工
品
と
し
て
の
輸
出
と
加
工
度
心
進
ん
だ
製
品
の
明
加
を
示
し
て
い
ま

す
。
輸
出
に

b
げ
る
高
級
製
品
、
二
次
製
品
の
梢
加
に
つ
れ
て
、
モ
白
販
路
に
も
ま
た
変
化
が
認
め
ら
れ
る
の
ゼ
一
品
一
り
ま
し
て
、
従
J

米

の
東
南
ア
ジ
ア
・

7

7
リ
カ
・
中
近
東
方
面
か
ら
生
活
水
洋
の
両
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
刀
大
陸
諸
国
ヘ
の
重
要
性
が
増
し
て
〈
る

傾
向
に
あ
る
の
て
あ
り
ま
す
。

庁
以
ゼ
、
第
八
と
し
て
、
制
業
経
併
に
沿
け
る
最
近
の
傾
向
を
今
少
し
く
詳

L
く
述
ベ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
も
ほ
わ
b
、
製
品
の
同
級
化
・
加
工
の
高
度
化
に
加
え
て
、
内
外
布
場

k
b吋
る
競
争
の
激
化
、
各
組
人
造
繊
維
の
出
刻
、
進
歩
は

日
本
料
業
心
経
営
内
存
に
昨
叫
ん
こ
ω
新
傾
'
阿
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
の
ゼ
あ
り
ま
し
て
、
同
七
日
主
在
る
も
の
を
挙
げ
て
み
ま
す
る
と
、

付
、
設
備
の
近
代
化
、
工
程
白
能
率
化
、
紡
織
加
工
の
す
べ

τを
通
じ
ζ

工
程
の
簡
素
化
、
述
続
化
、
高
速
化
、
自
動
化
な
ど
が
若

し
い
臼
て
品
り
ま
す
。
例
え
ば
、
マ
ハ

1
パ
!
ハ
イ
ド
ヲ
フ
l
紡
機
・
高
速
自
動
敵
機
・
連
続
潔
白
・
染
色
装
置
・
ラ
ー
ジ
パ
y

ク

1
ジ

シ
ス
テ
ム
等
が
乙
れ
て
あ
り
ま
す
。

伸
、
新
技
術
白
導
入
。
特
に
染
色
・
加
工
・
仕
上
白
一
山
に
み
4
h
v

て
著
し
く
目
立
つ
一
工
き
て
い
る
の
て
あ
り
ま
す
。

日
明
、
混
紡
・
人
父
織
製
品
の
一
生
産
て
あ
り
ま
す
。
化
学
級
維
の
品
質
向
上
十
各
和
合
成
繊
維
の
出
現
に
つ
れ

τ、
そ
れ
ら
と
混
紡
・
交

織
に
よ
っ
て
制
定
則
途
に
一
周
適
す
る
性
能
を
も
っ
新
製
品
の
生
産
が
増
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

側
、
繊
維
綜
合
経
営
へ

ω
移
行
て
あ
り
ま
す
。
以
上
申
し
ま
し
た
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
し
て
、
少
く
と
も
大
規
模
経
討
に
あ
っ
て
は
従

来
綿
製
品
を
主
と
し
て
い
た
企
業
も
漸
次
各
組
織
統
白
綜
合
的
・
多
角
的
な
生
産
に
移

U
、
同
時
に
札
制
微
か

b
加
工
・
仕
上
・
時
に
は

日
本
経
済
と
蝕
維
産
業
(
れ
け
に
料
金
)

第
八
十
二
巻

!L 
じ

釘
二
村

九



日
本
経
済
と
繊
維
産
業
(
特
に
綿
業
)

第
八
十
二
巻

九
八

第
二
号

。

二
次
製
品
へ
ま
で
の
一
貫
作
業
の
傾
向
も
強
く
な
っ
亡
さ
た
の
で
あ
り
ま
ナ
。

日
明
、
海
外
へ
白
資
本
及
び
技
術
の
進
出
。
日
本
綿
業
は
戦
前
に
も
か
た
り
中
国
に
工
場
主
建
設
し
、
い
わ
ゆ
る
在
華
紡
績
と
し
て
活

躍
し
ま
し
た
が
、
最
近
製
品
の
輸
出
が
海
外
の
競
争
や
自
給
化
に
よ
っ
て
仲
び
悩
み
の
傾
向
に
あ
る
た
め
、
製
品
輸
出
に
か
わ
る
一
途

と
し
一
t
再
び
資
本
・
技
術
白
輸
出
(
特
に
東
南
ア
ジ
ア
と
中
南
米
に
〉
に
務
め
る
傾
向
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

要
す
る
に
、
戦
前
に
あ
っ
て
は
製
品
の
生
産
に
よ
る
附
加
価
値
か

b
の
利
潤
よ
り
も
む
し
ろ
原
綿
と
製
品
の
相
場
の
変
動
や
為
替
閑

係
よ
り
生
ず
る
商
業
的
利
潤
K
重
点
主
置
さ
、
同
時
に
質
よ
り
宜
を
目
指
す
商
業
資
本
的
な
経
営
が
支
配
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で

あ
り
ま
す
が
、
戦
後
特
に
最
近
は
、
か
か
る
商
業
資
木
的
活
動
の
自
由
が
少
く
、

一
方
前
述
の
如
く
呈
よ
り
質
に
製
品
の
転
換
す
る
に

つ
れ
て
、
い
工
い
よ
技
術
と
製
品
過
程
に
経
営
白
重
点
を
置
く
必
要
が
増
し
て
参
ワ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
更
忙
戦
後
は
繊
維
商
社
白
涜

立
に
よ
っ
て
競
争
過
度
の
傾
向
に
拍
車
を
加
え
、
安
値
輸
出
の
弊
が
強
く
な
っ

τ参
り
ま
し
て
、
現
在
の
繊
維
製
品
の
流
通
機
構
に
は

多
く
り
弱
点
を
暴
露
す
る
こ
と
に
な
フ
た
白
て
あ
り
ま
す
の
か
か
る
流
通
機
構
の
弱
体
化
に
あ
わ
せ
亡
、
直
接
消
殺
に
つ

b
た
り
流
行

に
左
右
さ
れ
日
却
と
両
級
品
・
完
製
品
目
生
産
が
増
大
す
る
こ
と
に
な
コ
た
た
め
、
綿
業
経
営
者
側
て
は
取
引
白
系
列
作
↑
に
努
め
白
ら
市

場
調
査
や
自
社
製
品
白
広
告
宣
伝
に
よ
る
需
要
む
創
造
、
維
持
に
努
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
戦
前
の

商
社
機
能
白
一
部
を
白

b
営
む
傾
向
が
一
両
ま
り
つ
つ
あ
る
礼
状
ゼ
あ
り
ま
す
。

最
後
に
第
九
と
し
て
、
日
木
綿
業
白
当
面
す
る
課
題
に
ふ
れ
亡
み
た
い
刊
と
思
い
ま
す
。

付
、
生
皮
過
剰
と
操
業
短
縮
。
綿
と
い
わ
ず
、
あ
ら
一
ゆ
る
繊
維
を
通
じ
亡
今
日
白
生
産
過
剰
の
根
因
い
わ
ゆ
る
神
武
呆
気
と
そ
れ
に

続
く
繊
維
工
業
設
備
臨
時
撹
買
法
の
逆
効
的
な
刺
戟
に
よ
る
生
産
設
備
の
急
増
に
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
め
に
昨
年
の
内

外
需
は
共
に
戦
後
の
一
記
録
的
な
地
加
士
し
た
に
か
か
わ
ら

F
生
産
が
な
ゐ
己
れ
を
上
廻
っ
た
た
め
、
在
庫
は
最
近
五
四
万
梱
を
上
廻
ヮ



て
hv
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
正
常
在
庫
よ
り
一

O
万
梱
以
上
も
多
い
た
め
に
、
こ
れ
が
市
況
不
振
の
大
き
た
原
因
に
た
っ
て
い
る
有
様
ゼ

あ
り
ま
す
。

需
給
調
整
の
た
め
自
主
的
な
操
短
が
昨
秋
以
来
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
効
果
不
充
分
の
た
め
本
年
四
月
か
ら
政
府
の
勧
告
操
短
に

切
替
え
ら
れ
、
月
々
白
生
産
高
も
純
綿
糸
一
八
万
二
千
梱
と
昨
年
操
短
前
白
月
平
均
生
産
白
約
二
四
万
梱
K
比
。
へ
る
と
二
五
パ
l

セ
γ

ト
程
度
の
生
産
制
限
に
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
て
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
去
る
五
月
二
十
八
日
通
定
省
は
三
割
の
設
備
封
械
を
七

t
九
月

ま
で
継
続
す
る
こ
と
を
定
申
各
紡
績
会
社
へ
勧
告
し
て
参
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
羊
毛
・
化
繊
等
も
大
体
同
様
た
操
短
強
化
を
行
ヮ
て

お
り
ま
す
。
生
産
制
限
は
原
綿
の
供
給
面
が
ら
も
考
慮
さ
れ
本
年
度
の
外
貨
予
算
に
沿
い
亡
は
原
綿
む
輸
入
量
を
一
応
二

O
O万
俵
に

お
さ
え
ら
れ
た
上
、
尚
生
産
過
剰
傾
向
が
改
ま
ら
ぬ
と
き
は
さ
ら
陀
現
実
の
供
給
は
一
八

O
方
俵
程
度
に
ま
で
圧
縮
す
る
志
向
主
政
府

は
一
目
し
て
い
る
の
で
あ
り
士
す
。

伸
、
内
一
丸
山
と
輪
出
白
見
通
し
、
需
給
の
積
極
的
な
調
整
は
内
需
と
輪
日
の
維
持
・
増
進
に
よ
b
ね
ば
友
り
ま
せ
ん
が
、
内
需
は
昨
年

下
半
期
に
入
ヲ
て
か

b
鈍
化
し
、
経
済
企
画
庁
白
調
査
に
よ
る
と
都
市
の
被
服
消
費
水
準
の
前
年
同
期
に
対
す
る
増
加
率
は
昨
年
土
半

期
の
一
四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
下
半
期
に
は
四
・
五
バ

1
セ
ン
ト
に
下
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
金
融
引
締
措
置
の
大
衆
購
売
力
へ
の
影

響
に
は
時
間
的
に
か
な
り
の
ず
れ
が
考
え

b
れ
る
と
は
い
え
、
尚
己
の
政
策
が
控
持
さ
れ
る
に
お
い
て
は
モ
の
表
面
化
も
さ
け
難
い
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
輸
出
も
欧
米
自
デ
フ
レ
景
気
む
持
続
、
ア
メ
リ
カ
の
海
外
援
助
白
低
下
、
東
南
ア
ジ
ア
の
政
情
不
安
と
外

貨
不
足
、
加
う
る
に
日
本
繊
維
製
品
に
対
す
る
輸
入
制
限
措
置
の
な
金
一
同
士
る
傾
向
注
ど
前
途
に
楽
観
を
許
さ
ぬ
要
囚
が
多
い
白
で
あ

り
ま
し
て
、
そ
己
て
昨
年
度
の
輸
出
実
績
主
維
持
す
る
己
と
は
到
底
困
難
で
あ
ろ
う
と
い
う
悲
観
的
な
見
方
が
専
門
家
の
問
に
も
今
日

は
支
配
的
て
あ
り
ま
す
。

日
本
経
話
相
と
融
維
産
業
(
特
に
綿
業
〉

第
八
十
二
巻

プL

九

第
二
号



日
本
経
済
と
繊
維
産
業
〈
特
に
制
業
)

目
、
国
際
収
支
均
衡
上
か
ら
の
要
請
。
輸
出
臼
見
通
し
か
く
の
如
〈
か
た
む
悲
観
的
に
も
か
か
わ

b
ず
、
綿
業
は
す
で
に
述
べ
ま
し

た
よ
う
に
そ
の
原
純
白
輸
入
と
製
品
白
輸
出
が
且
額
共
に
極
め
て
大
き
い
た
め
に
同
際
収
文
の
均
衡
回
復
の
よ
か

b
約
業
に
対
す
る
国

家
的
な
期
待
乃
至
要
請
も
ま
た
甚
だ
大
き
い
の
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
の
収
支
の
急
述
巨
大
た
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
そ
の
是
正
の
た
め
に

第
入
十
一
巻

。。
第
二
号

い
ろ
い
ろ
白
措
置
が
予
期
以
上
に
奏
効
致
し
ま
し
た
の
で
、
昨
夏
、
四
・
七
五
億
ド
ル
に
も
及
ぶ
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
た
昨
年
度
末

の
赤
字
も
幸
い
一
・
五
J
一
・
六
億
ド
ル
科
度
に
喰
い
と
め
得
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
か
く

τ外
貨
白
保
有
量
も
昨
秋
以
来
漸
増
し
、

年
度
末
に
は
表
面
的
に
は
一

O
億
ド
ル
(
大
蔵
省
為
待
局
資
金
制
同
調
、
一

O
四
、
八
八
C
万
ド
ル
〉
を
超
え
実
質
的
に
も
五
億
ド
ル
近
く
に
回

復
し
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
を
再
び
減
じ
て
危
機
を
招
〈
こ
よ
な
く
、
し
か
も
本
年
度
内
に
返
済
す
べ
き
外
債
に
備

結 12 哀

収入勘定 l 支払勘定 l 
|百方1川ー ー「百万h l 

輪 開 13，150|輸 入 3，240 i 

枯 需 4ω

貿易外収入 330 i ~t4;外五tÄ I 570 

竺一一竺 3，竺 lf 計 U，810 1 

."----~-----戸|収入超過 I 150 I 

え
る
た
め
の
本
年
度
悶
際
収
支
の
計
画
目
標
は
第
十
二
表
日
如
く
た
っ
て
い
る
の
で
あ
り
士
ナ
。

こ
の
輸
出
入
の
日
楳
額
は
昨
年
度
の
輸
出
入
為
替
決
済
の
実
絞
に
比
べ
て
輸
出
は
約
三
億
ド
ル

多
く
、
輸
入
は
約
一
億
ド
片
少
い
計
算
で
あ
り
ま
し
て
、
す
た
わ
ち
、

一
・
五
億
ド
ル
白
黒
字
を

生
み
だ
す
た
め
に
は
昨
年
度
よ
り
そ
れ
だ
け
多
く
輸
出
し
、
少
く
輸
入
す
る
こ
と
が
安
請
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
原
綿
の
輸
入
は
前
記
む
通
り
、
す
で
に
需
給
調
整
の
一
途
と

し
て
も
己
の
線
に
沿
う
て
年
間
の
輸
入
枠
二

0
0方
俵
に

T
控
え

b
れ
ま
し
た
が
、
製
品
輸
出
白

明
加
は
己
れ
古
た
前
に
印
し
士
し
た
如
く
海
外
市
場
白
不
振
・
沈
滞
傾
向
か

b
量
的
に
は
到
底
昨

年
の
実
Jh
維
持
も
困
難
と
み
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

ζ

む
よ
う
た
事
態
に
当
面
し
つ
つ
日

木
綿
業
が
日
本
経
、
前
現
ド
の
緊
急
課
題
て
あ
る
国
際
収
支
D
失
衡
回
復
・
国
際
信
用
の
維
持
に
づ

い
て
の
国
家
的
要
請
に
答
え
る
途
は
結
局
製
品
の
生
産
に
お
け
る
長
近
の
傾
向
、
す
な
わ
ち
使
肘



原
綿
代
に
比
較
し
て
出
来
る
だ
け
附
加
価
値
の
高
い
間
口
問
、
す
な
わ
ち
而
級
優
良
品
・
特
殊
加
工
製
品
・
新
創
作
製
品
・
加
工
皮
の
准

ん
だ
二
次
製
品
作
の
生
産
に
一
段
の
削
意
研
究
を
積
み
ま
し
て
、
こ
れ
を
ば
値
崩
し
な
く
輸
出
す
る
制
度
平
機
献
に
工
夫
を
定
ね
る
外

に
途
は
友
加
の
で
あ
り
ま
す
。
過
当
競
争
に
よ
る
安
値
愉
出
の
不
利
を
自
制
す
る
た
め
、
昨
年
来
多
〈
の
海
外
主
要
市
場
に
つ
一
い
て
雰

施
の
絡
に
つ
き
つ
つ
あ
り
古
す
P
・
Q
-
S
の
制
度
か
ら
し
℃
も
量
的
な
一
般
の
拡
大
発
展
が
塑
ま
れ
な
い
情
勢
の
下
に
あ
ヲ
て
は
、

か
く
の
一
如
く
戸
地
て
は
な
く
し
て
創
意
や
技
術
を
売
る
と
と
陀
重
点
を
移
し
て
生
産
設
備
の
近
代
化
・
合
理
化
・
新
技
術
の
導
入
・
販
売

愉
出
機
構
心
整
備
強
化
に
一
周
の
努
力
主
払
う
と
と
が
わ
が
綿
業
に
与
え

b
れ
土
国
民
経
済
的
の
使
命
だ
と
考
え
る
の
で
あ
り
古
す
。

ハ
昭
和
三
十
三
年
五
月
三
十
日
、
京
都
大
学
経
締
学
会
大
会
公
開
講
討
会
に
於
て
)

日
本
経
済
と
搬
維
産
業
(
特
に
山
町
刷
業
)

第
人
十
二
巷

O 

第
二
号


